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まえがき 

 

 大学の教育・研究活動に対する自己点検と第３者による外部評価は，大学の活性化を図る

ため不可欠である。平成 22 年度より６年間の第二期中期目標・中期計画が始まり，平成 24

年度末で半分の期間が経過した。この機会に学部・大学院の教育・研究活動の状況を把握す

ることで，残り３年間の本中期目標・中期計画期間での教育・研究活動の一層の活性化を図

るとともに，第三期中期目標・中期計画の策定に役立てることを目的とし，今回，自己およ

び外部点検評価を行った。 

 

 薬学部では平成 23年度末に，６年制薬学教育課程を修了した卒業生を初めて社会に送り出

した。また，その大半が大学院に進学していた薬剤師国家試験受験資格を持たない４年制薬

科学教育課程の卒業生についても，平成 23年度末に大学院修士課程修了者を初めて社会に送

り出した。この機会に自己および外部点検評価を行い，６年制と４年制の２学科を有する新

しい薬学教育課程開始時に掲げた目標が達成されているか，また，目指した人材育成がなさ

れているかを点検評価することは重要である。加えて，薬学教育モデル・コアカリキュラム

（平成 25年度改訂版）に対応するためのカリキュラム改訂のためにも現行のカリキュラムの

点検評価は不可欠である。 

 

 研究面においても，新しい薬学教育制度の開始に伴い，修士学生数が減少したこと，また，

臨床を志向する６年制学生の卒業研究が開始したことなど，今までにない状況に直面してお

り，それが学部・大学院の研究活動に与えた影響を把握するとともに，新しい薬学研究の在

り方を考えるためにも，この機会に点検評価を行うことは時機を得たものであると言える。 

 

 今回，平成 22年度から平成 24年度までの３年間の管理運営、教育活動、研究活動につい

て自己点検評価し，その結果を取りまとめた。さらに，有機化学，生命科学，医療薬学，臨

床薬学，製薬産業の各領域で先導的な役割を果たしておられる５名の方々に外部点検評価委

員をお願いし，書類審査による点検評価に加え，平成 25年 12月 6日に来学いただき，４時

間にわたる面談、視察を行っていただいた。その後，外部点検評価委員長に取りまとめをお

願いし，数々の貴重なご意見・ご提言をいただいた。ご多忙の中，当学部・研究院の評価を

していただいた外部点検評価委員の諸先生方に厚く御礼申し上げます。 

 

 この自己点検評価・外部点検評価において，教育・研究活動の一層の高度化・活性化の可

能性を検証するとともに，外部点検評価委員からいただいた評価およびご意見・ご提言を真

摯に受けとめ，当学部・研究院の教育・研究の一層の高度化・活性化のための施策を立案し，

実現に向けて鋭意努力する所存である。 

 

北海道大学大学院薬学研究院 

点検評価委員会委員長  南 雅文 



 

 

外部点検評価実施要領 

 

 

日  時 平成 25 年 12 月６日（金）13:30～18:00 

 

場  所 北海道大学大学院薬学研究院会議室 

 

内    容  

・研究院長挨拶・出席者紹介・外部点検評価委員長の選出 

・現況説明（教員人事，管理運営体制）・質疑応答 

         ・現況説明（教育活動）・質疑応答 

          ・現況説明（研究活動）・質疑応答 

・施設見学 

・質疑応答・総括討論，外部評価委員打合せ 

  

   外部点検評価資料   

①自己点検評価報告書（2013） 

② 生命科学の最先端へ （学部紹介パンフレット） 

③平成24年度薬学部学生便覧 

④    〃   講義要項（全学教育科目） 

⑤    〃   講義要項（専門科目） 

（参考） 

① 大学院生命科学院生命科学専攻生命医薬科学コース 

          （医薬科学コース紹介パンフレット） 

② 大学院生命科学院紹介パンフレット 

③ 平成24年度大学院生命科学院学生便覧 

④    〃         シラバス 

 

追加資料 

資料１  専門科目実行教育課程表【薬科学科・薬学科】 

資料２  薬学英語Ⅰ・Ⅱ 

資料３  北海道大学薬学部及び大学院卒業・修了生に関する 

アンケート（製薬関連企業） 

資料４  平成２４年度北海道大学薬学部 薬局・病院等薬剤師職 

採用説明会 

資料５  間接経費および拠金に関する申し合わせ 



 

 

 

資料６  北海道大学大学院薬学研究院創薬科学部門創薬化学分野教授公募 

資料７  早期体験学習（薬学科分）送付先リスト（平成２５年度） 

資料８  薬局実習一覧（平成２２－２５年度） 

資料９  部局等の第２期中期目標・中期計画に係る進捗状況（薬学部） 

資料 10   部局等の第２期中期目標・中期計画に係る進捗状況（薬学研究院） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

外部点検評価委員名簿 

 

（敬称略：五十音順） 

氏   名 所 属 ・ 職 名 

堅田 利明 東京大学大学院薬学系研究科・教授・研究科長 

倉石  泰（委員長） 富山大学大学院医学薬学研究部・教授 

近藤 裕郷  塩野義製薬株式会社・執行役員・グローバル SCM 本部長 

宍戸 宏造 徳島大学客員教授・名誉教授 

政田 幹夫 福井大学医学部附属病院・教授・薬剤部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



外部点検評価委員からの評価・コメント 

 

１． 総論 

（１） 教員定員管理・教員人事 

段階判定 

１（ ）期待される水準を大きく上回る 

２（○）期待される水準を上回る 

３（ ）期待される水準にある 

４（ ）期待される水準を下回る 

 

評価コメント 

【優れていると評価できる点】 

１）教員の定員管理において，質の高い教育・研究の推進および若手の教員・研究者の育成のため

に，研究室を再編して研究室単位を教授１，准教授・講師１，助教２の体制にする取り組みは

評価できる。 

 

２）教員の人事において，助教の再任に明確な｢再任基準｣を設けて厳しくチェックしている点，お

よび教授選考において，専門分野の見直し，全国・国際レベルでの公募と講師以上の教員によ

るノミネーションを併用している点が評価できる。 

 

３）教員の構成に関して，他大学の出身者が約半数を占めていることは，教員の流動性の高いこと

と公平な教員選考が行われていることの証として評価できる。 

 

【改善の必要がある点】 

１）薬学部の基盤となる 15 研究室が全て教授１，准教授１，助教２の体制を確保するには，現在

の薬学部の人事ポイントは１ポイント以上不足している。若手の教員・研究者の育成のために

優れた体制を維持するための努力が望まれる。 

 

２）女性教員に関して，平成２４年度は教授と准教授がゼロとなっている。北大薬学部はこれまで

にリーダー的女性教員を輩出している国内有数の機関であり，今後もその育成を期待する。 



（２） 管理運営体制 

段階判定 

１（ ）期待される水準を大きく上回る 

２（ ）期待される水準を上回る 

３（○）期待される水準にある 

４（ ）期待される水準を下回る 

 

評価コメント 

【優れていると評価できる点】 

１）研究組織としての薬学研究院教授会、教育組織として薬学部教授会を中心として、各種の委員

会がバランスよく配置・整備されている点が評価できる。 

 

２）教授会・委員会の所掌が明確で効率的である。 

 

【改善の必要がある点】 

１）教授会と各種委員会の機能がどの程度満足できる状況なのかどうかを確認する KPI（key 

performance index）のようなものが必要と思われる。 

 

２）教授ポストの数が少ないことに起因する教授の委員会メンバーとしての負担が重くなっている。 

 

 



（３）施設・設備 

段階判定 

１（ ）期待される水準を大きく上回る 

２（ ）期待される水準を上回る 

３（○）期待される水準にある 

４（ ）期待される水準を下回る 

 

評価コメント 

【優れていると評価できる点】 

１）狭隘な現状の建物・施設規模（建物総面積約 10,000 平米）にも拘わらず、様々な工夫から教

育・研究活動を進めていることは、評価できる。 

 

２）教育環境の整備に反映させるべく、現学生や卒業・修了生からも、施設・設備に関するアンケ

ート調査を実施しており、教職員に限らず、広く構成員全体からニーズを汲み上げている点と，

施設・設備に関して学生の満足度は高い点が評価できる。 

 

【改善の必要がある点】 

１）RI 実験室，動物舎，研究室未所属の学生の自習・談話スペースについては現状では不十分な

点があり，研究棟新設の際に改善の必要がある。 

 

２）施設・設備に関して学生の満足度は高いが，室員の多い研究室は１人当たりのスペースは十分

でない。 

 



総合的な評価コメント 

 

１）教員定員管理体制、教員人事（特に流動性拡大）に重点的に尽力されている点は高く評価でき

る。また、管理運営体制の強化，施設設備充実に向けての努力もなされており、しっかりした

組織が構築されていると思われる。 

 

２）現在進行中の建物の新築と改修によって、極めて狭隘な研究室の状況が改善され、学生の自習・

談話スペースの確保等がなされれば、より質の高い教育・研究が行なわれる環境が整うものと

思われる。 



２． 教育活動（薬学部） 

Ⅰ．「教育の水準」の分析・判定 

分析項目Ⅰ 教育活動の状況 

観点１−１ 教育実施体制 

段階判定 

１（ ）期待される水準を大きく上回る 

２（○）期待される水準を上回る 

３（ ）期待される水準にある 

４（ ）期待される水準を下回る 

 

評価コメント 

【優れていると評価できる点】 

１）教員の流動性拡大に努め，バランスのとれた教員組織を構築している。 

 

２）北大の全学的な改革によって，平成 23 年度から総合入試制度を導入したこと（学部・職能教

育のレイト・スペシャリゼーション）は，入学選抜方法の工夫として高く評価できる。 

 

３）総合入試制度と学部別に行なわれる後期日程入試の組み合わせは，たいへんユニークであり，

それに伴う高校生への周知策がしっかりとられ，きめ細かな配慮がなされている。 

 

４）FD への積極的な取り組み（FD 委員会の設置と様々な FD 活動の企画）と FD 研修への出席教

員数も多く活発に行われている点が評価できる。 

 

５）成績評価の公平性と正確性を確保するために，GPA 制度を導入し，成績評価基準や定期試験

の得点分布を公表している点は，継続的な信頼性のある教育体制を定着させる上で望ましい姿

である。 

 

６）授業の改善を図るために全ての授業に対してアンケートを実施し学生からの意見を吸上げてい

ることと，および学生から概ね高い評価を得ている点が評価できる。 

 

７）６名程度の少人数グループの学生に対して教授１名が担当して履修指導等を行っている点が評

価できる。 

 

 

 



【改善の必要がある点】 

１）分析化学と放射性薬品化学は薬学教育において重要な科目であるが，その教育を担当する専任

教員を現時点で確保できていないこと。 

 

２）学生の知的好奇心を刺激し，学習意欲を高めるための積極的な施策を工夫すべきである。学科

振り分けの時期が１年終了時であるが，薬学の何たるかを知った後で学科を選択するという選

択肢も重要であり，今後，追跡調査やアンケート調査等を通して検証すべきであろう。 

 

３）卒業生アンケート（表２－６）の設問９｢学生の健康維持に関する支援体制の整備｣，設問 10｢学

生に対するハラスメント防止に関する取り組みと相談窓口等の案内｣，設問 12｢学生の意見を教

育や学生生活に反映するための体制の整備｣に関する薬科学科卒業生の評価が，他の設問への評

価および薬学科の学生の評価と比較して少し低い。周知方法などに工夫が必要と思われる。 



観点１−２ 教育内容・方法 

段階判定 

１（ ）期待される水準を大きく上回る 

２（○）期待される水準を上回る 

３（ ）期待される水準にある 

４（ ）期待される水準を下回る 

 

評価コメント 

【優れていると評価できる点】 

１）１年次の「総合教育部」では教養科目と理系基礎科目が，２年次からの「薬学部」では専門科

目がバランスよく配置されており，体系的な教育カリキュラムを編成していると評価できる。 

 

２）医療施設および研究室への訪問による早期体験学習は，94%の学生が「満足できる」とアンケ

ートに回答している。 

 

３）３年次２学期からの両学科に固有のカリキュラム編成，英語教育の開講，「先輩と語る講演会」

等の企画に見られるように，社会のニーズ，国際通用性，人材育成に対応した教育課程の編成・

実施上の観点からも工夫が見られ，評価できる。 

 

４）４年次に開講される薬学科（６年制課程）の必修科目の多くが，薬科学科（４年制課程）の学

生も選択として履修が可能とされている。 

 

５）５年次後半から６年次に渡る薬学科の卒業論文実習の充実は，「問題解決能力」を養成すると

いう薬剤師要請教育の最も重要な部分に寄与していると考えられる。 

 

６）医師，薬剤師等を講師として迎え，最新の知見や接遇，倫理など専門的な立場で将来の金の卵

たちに講義を通して語りかける教育スタイルは大いに期待ができる。 

 

７）全体として，社会のニーズに対応させた教育の編成や工夫は非常に評価できる。 

 

８）GPA 制度を活用した「成績優秀賞」の設置は学生のモチベーションの高揚に有効であり評価

できる。 

 

９）「卒業研究発表会」を学部行事とし，薬学科（６年制課程）の学生に卒業論文を作成・提出さ

せていることは，教育効果を高めるものである。 



 

10）今後のグローバル社会を見据え，ネイティブスピーカーによる英語教育を通してプレゼンテー

ション能力の養成を図っている点も評価できる。 

 

11）薬学部制度改変に即して「臨床薬学教育研究センター」および「創薬科学研究教育センター」

を設置しきめ細かなサポートを行なっている。 

 

【改善の必要がある点】 

１）専門教育カリキュラムがタイト過ぎないかという懸念がある。近々公表される新コアカリキュ

ラムに基づいた改善が必要であろう。 



分析項目Ⅱ 教育成果の状況 

観点２−１ 学業の成果 

段階判定 

１（ ）期待される水準を大きく上回る 

２（○）期待される水準を上回る 

３（ ）期待される水準にある 

４（ ）期待される水準を下回る 

 

評価コメント 

【優れていると評価できる点】 

１）薬科学科（４年制課程）学生による学会発表件数が大きな増加傾向を示している。 

 

２）薬学科（６年制課程）学生の学会発表率（約 80%）や筆頭著者として学術論文発表数が増加し

ている。 

 

３）薬学科，薬科学科の多数の学生が優秀発表賞等を受賞している。 

 

４）授業・実習に対する学生の満足度が高い。 

 

５）平成２４年度薬剤師国家試験の合格率が高い値を示した。 

 

【改善の必要がある点】 

１）薬科学科の標準修業年限卒業率がやや低下傾向にあり 85%に満たない点は今後改善すべきであ

る。 

 

２）成績下位の学生に対する具体的な対策を急ぎ進める必要がある。周知方法などに工夫が必要と

思われる。 

 



観点２−２ 進路・就職の状況 

段階判定 

１（ ）期待される水準を大きく上回る 

２（○）期待される水準を上回る 

３（ ）期待される水準にある 

４（ ）期待される水準を下回る 

 

評価コメント 

【優れていると評価できる点】 

１）薬科学科（４年制課程）卒業生の大学院（修士課程）進学率が極めて高い。 

 

２）薬学科（６年制課程）卒業生の約 60%が薬剤師の職能を活かした進路（特に、過半数は病院薬

剤師）を選択している。 

 

３）薬学部独自の就職支援対策としての「製薬関連企業合同セミナー」および「薬局・医療機関合

同セミナー」の実施は評価できる。特に，前者は就職活動開始前に集中的に実施され，ブース

での説明を入れるなどの配慮がなされている。 

 

４）企業アンケートによれば，学生の仕事に対する知識・理解等の評価の高い。 

 

【改善の必要がある点】 

１）就職先へのアンケートの実施は重要且つ有用な試みであるが回収率（17.5%）が低い。回収率

を上げる方策を講じる必要がある。 

 

2) 企業アンケートにある対人関係協調性・コミュニケーション能力の育成のためのカリキュラム

が必要であろう。 



総合的な評価コメント 

 

１）平成 23 年度からの総合入試制度の導入によって，薬科学科・薬学科への配属時期がこれまの

３年次第２学期から２年次進級時へと早くなっているが，学生の進路選択等に大きな影響・障

害はないのか解析が必要であろう。 

 

２）教育の成果を客観的に（あるいは他大学・他学部との比較で）評価できるのは，卒業生を受け

入れる企業・機関等である。したがって，教育の水準・成果の説得性のあるデータとしては，

卒業生の進路先の企業・機関等へのアンケートが重要である。 

 

３）大学の根幹である「教育」に対して真摯に取り組まれ，教育効果を高める工夫・努力が行なわ

れており，「入口（入学）」から「出口（就職）」まできめ細かな配慮がなされている点は評価に

値する。 

 

４）薬学科（６年制課程）学生に対する研究を基盤とする教育方針は評価に値する。 

 

５）貴学部の薬学教育が，単なる薬剤師職能教育にとどまらず，創薬科学研究者の養成と医療薬学・

臨床薬学研究者の養成の双方を教育目標に掲げて実践していることがよくわかる。 

 

６）薬学科と薬科学科の教育理念がうまく融合された結果，学生のモチベーションも高く維持され

ていると思われる。 



Ⅱ．「質の向上度」の分析 

分析項目Ⅰ 教育活動の状況 

①「薬学概論の拡充」 

段階判定 

１（ ）大きく改善、向上している 又は 高い質を維持している 

２（○）改善、向上している 

３（ ）質を維持している 

４（ ）質を維持しているとは言えない 

 

評価コメント 

【優れていると評価できる点】 

１）「先輩と語る講演会」は，初期教育の目玉であり，学生に対する早期の意識付けは意義深く，

すばらしい取り組みである。 

 

２）「先輩と語る講演会」では特定の分野（職種）に偏らないバランスの良い演者選択が行われて

いる。 

 

３）研究室・医療機関訪問を行うなど，講義のみでなく，早期体験学習を充実させた取り組みは評

価できる。 

 

４）早期体験学習は学生から高い評価をえており，このカリキュラム内容が学生の進路決定や学習

意欲の向上に役立っていると推測される。 

 

【改善の必要がある点】 

１）「先輩と語る講演会」は，学生にとって社会で活躍する身近な先輩と接するすばらしい機会で

あり，一方通行にならない形，例えば講演後に形式にとらわれないフリートーキングの時間を

設けるなどすると効果はさらに大きくなる。 



②「薬学英語の拡充」 

段階判定 

１（ ）大きく改善、向上している 又は 高い質を維持している 

２（○）改善、向上している 

３（ ）質を維持している 

４（ ）質を維持しているとは言えない 

 

評価コメント 

【優れていると評価できる点】 

１）各々明確な目的を持った「薬学英語Ⅰ」と「薬学英語Ⅱ」を２，３年次に配している点が評価

できる。 

 

２）「薬学英語Ⅱ」は，ネイティブスピーカーにより，プレゼンテーション指導に至るまで機能的

にプログラミングされた内容による授業が実施されている。 

 

【改善の必要がある点】 

特になし 



③「６年制薬学科における臨床薬学教育体制の充実」 

段階判定 

１（ ）大きく改善、向上している 又は 高い質を維持している 

２（○）改善、向上している 

３（ ）質を維持している 

４（ ）質を維持しているとは言えない 

 

評価コメント 

【優れていると評価できる点】 

１）薬学科（６年生課程）では，学生定員３０名に対して臨床系教員の配置数（教授３，准教授３，

助教３，技術職員１）は高いものと評価できる。 

 

２）臨床系教職員が臨床薬学教育の中心となり，「臨床薬学教育研究センター」がそれを補助・支

援するという体制が確立している。 

 

３）臨床系教員は，現在も附属病院で現場の業務（医師・薬剤師）を続けていることで，最新の医

療技術や知識を習得しながら教育に従事できるということは，大きなメリットといえる。 

 

４）全ての学生の病院実習が北大附属病院で実施され，薬局実習も効率的に行なわれている。 

 

５）薬局実習においては，臨床系教員に任せきりにすることなく，基礎系教員も含めたすべての教

員が担当していることは学部全体で臨床薬学教育体制を担っていると判断できる。 

 

【改善の必要がある点】 

特になし 



分析項目Ⅱ 教育成果の状況 

①「学会等での研究成果発表の増加」 

段階判定 

１（○）大きく改善、向上している 又は 高い質を維持している 

２（ ）改善、向上している 

３（ ）質を維持している 

４（ ）質を維持しているとは言えない 

 

評価コメント 

【優れていると評価できる点】 

１）薬科学科（４年制課程）と薬学科（６年制課程）の学生の学会発表件数が大きく伸びている。 

 

２）薬学科，薬科学科とも，学生による優秀発表賞などの獲得件数が多い。 

 

【改善の必要がある点】 

特になし 



②「４年制薬科学科学生の高い進学率と研究力を活かした就職状況」 

段階判定 

１（ ）大きく改善、向上している 又は 高い質を維持している 

２（○）改善、向上している 

３（ ）質を維持している 

４（ ）質を維持しているとは言えない 

 

評価コメント 

【優れていると評価できる点】 

１）薬科学科（４年制課程）の卒業生の大学院（修士課程）進学率が 85%以上と極めて高い。 

 

２）修士課程修了学生の博士課程への高い進学率ならびに平成２４年度の製薬関連企業の研究開発

職への就職率の伸びは，目指す人材育成がしっかり行なわれてきていることを示している。 

 

【改善の必要がある点】 

１）留年率の 10%の高さは問題である。メンタルヘルスケアや少人数クラス担任制度などの対策は

とられているが，根本的原因の解明と現在の取り組み以外の方策の可能性を探る必要がある。 

 



③「６年制薬学科学生の高い国家試験合格率と研究力を活かした就職状況」 

段階判定 

１（ ）大きく改善、向上している 又は 高い質を維持している 

２（○）改善、向上している 

３（ ）質を維持している 

４（ ）質を維持しているとは言えない 

 

評価コメント 

【優れていると評価できる点】 

１）薬剤師国家試験合格率が改善されており全国の国立大学中 3 位はすばらしい結果である。 

 

２）病院薬剤師としての就職率の高さは，先導的・指導的薬剤師教育を目指すという貴学の教育目

的に合致したものであり，「研究マインドを身につけた薬剤師教育」が行なわれていることの証

明でもある。 

 

３）薬学科（６年制課程）の学生の大学院進学や製薬研究企業への就職が増加傾向にあることは、

研究を基盤とする教育の効果が浸透しつつあることを示す結果である。 

 

【改善の必要がある点】 

１）指導的立場としての薬剤師を目指した大学院進学も含めた就職活動への指導が必要と思われる。

現在の薬剤師業務は，日進月歩の勢いで専門性が高くなっており，その難易度も日々進展して

いる。大学付属病院や地域の中核総合病院の薬剤師として指導的立場を目指すのであれば，学

部教育の６年間だけでは不十分である。現場での臨床経験と，大学院教育での理論構築力・研

究力の双方の育成が望まれる。 



３． 研究活動（薬学部・薬学研究院） 

Ⅰ．「研究の水準」の分析・判定 

分析項目Ⅰ 研究活動の状況 

観点１−１ 研究活動の状況 

段階判定 

１（ ）期待される水準を大きく上回る 

２（○）期待される水準を上回る 

３（ ）期待される水準にある 

４（ ）期待される水準を下回る 

 

評価コメント 

【優れていると評価できる点】 

１）「ファーマサイエンス研究の推進」を標榜し，その目的達成に向け着実に歩み続けている。 

 

２）学術論文は，専任教員当たり年間約２報，研究室当たり７～１０報の英文原著論文を公表し高

い水準にある。 

 

３）平成２１，２２年度の英文/和文比率がそれぞれ 124/8，101/7 と英文原著論文数比率が高いが，

平成２３，２４年度の英文原著論文数比率がさらに高くなり，国際誌への発表が増えている。 

 

４）国際学会における特別講演・招待講演の件数が増えている。 

 

５）競争的資金の獲得総額が，全体で年間８億円程度まで増加している。さらに，概算要求による

特別経費の獲得実績も多く，部局内の教育・研究センター設置も進んでいる。 

 

６）基盤研究 S および A をコンスタントに獲得している点，さらに科研費以外の公的研究費獲得

の伸びが顕著であり，高く評価できる。後者の中に薬学研究院主導の学際研究プロジェクトが

３件含まれており，学部・研究室横断型の研究としてその成果が大いに期待できる。 

 

７）若手研究者育成策として，研究費のサポートや若手研究者の研究発表会が行なわれていること

は特筆に値する。これらが若手の研究費獲得の大きな伸びに繋がっており，若手研究者の育成

が着実に行なわれていることを示すものである。 

 

８）創薬科学研究教育センター・臨床薬学教育研究センターの設置は，従来の薬学基礎研究指向か

ら，方向性（創薬科学・臨床薬学）を持った生命医薬科学研究への転換として次世代の薬学を



目指したものであると評価できる。 

 

９）若手・女性研究者への研究費のサポートは，本邦の若手・女性研究者の研究環境がごく一部を

除いては必ずしも良好ではないことを考えると，適切な対策であると思われる。 

 

【改善の必要がある点】 

特になし 



分析項目Ⅱ 研究成果の状況 

観点２−１ 研究成果の状況 

段階判定 

１（ ）期待される水準を大きく上回る 

２（○）期待される水準を上回る 

３（ ）期待される水準にある 

４（ ）期待される水準を下回る 

 

評価コメント 

【優れていると評価できる点】 

１）部局を構成する生物系，化学系，医療・臨床系いずれの領域においても，独創的・先端的な研

究を展開し，それらの研究業績は評価の高い国際誌に公表されており，期待される水準を上回

ると評価できる。 

 

【改善の必要がある点】 

特になし 

 



総合的な評価コメント 

 

１）「ファーマサイエンス研究」という目標に向けて，しっかりした研究体制のもとに，競争的研

究資金の獲得，研究成果の公表，若手研究者育成が高いレベルでバランス良く行なわれている

と思われる。 

 

２）各研究室が未来志向で切磋琢磨し，質の高い基礎研究論文を発信し続けることが，競争的研究

資金の獲得に繋がり，若い世代を鼓舞し活性化させる原動力になると考えられる。益々のご健

闘を期待する。 

 

３）薬学の研究を，ベクトルを持った創薬科学・臨床薬学研究へと指向性を持って発展させようと

していることがよく理解できる。 

 

４）薬科学科（４年制課程）と薬学科（６年制課程）の領域を，一般的に国内の薬学部にありがち

の「研究者」養成と「薬剤師」養成に分類するのではなく，双方に薬学研究の異なる領域を目

指し，さらにはその２領域を融合させるなど，薬学ならではの独自の研究活動を展開しつつあ

ると思われる。 

 

５）まだ，薬学科（６年制課程）の上の大学院博士課程修了者が輩出されていないので，今後の期

待に託するとことが大きいが，臨床薬学の発展という立場から進言するならば，北海道大学薬学部

薬学科卒業生の果たせる役割は今後大きくなると予想できる。



Ⅱ．「質の向上度」の分析 

分析項目Ⅰ 研究活動の状況 

①「学術論文等の発表状況」 

段階判定 

１（ ）大きく改善、向上している 又は 高い質を維持している 

２（○）改善、向上している 

３（ ）質を維持している 

４（ ）質を維持しているとは言えない 

 

評価コメント 

【優れていると評価できる点】 

１）学術論文は，専任教員当たり年間約２報，研究室当たり７～１０報の英文原著論文を公表し，

国際的に高く評価される論文も含まれており，高い水準を維持している。 

 

【改善の必要がある点】 

特になし 



②「国内学会での特別講演・招待講演件数の増加」 

段階判定 

１（ ）大きく改善、向上している 又は 高い質を維持している 

２（○）改善、向上している 

３（ ）質を維持している 

４（ ）質を維持しているとは言えない 

 

評価コメント 

【優れていると評価できる点】 

１）国内学会での特別講演・招待講演の件数が評価対象の期間に４倍と顕著に増加しており，大き

く向上していると評価できる。 

 

【改善の必要がある点】 

特になし 



③「国際学会での特別講演・招待講演件数の増加」 

段階判定 

１（ ）大きく改善、向上している 又は 高い質を維持している 

２（○）改善、向上している 

３（ ）質を維持している 

４（ ）質を維持しているとは言えない 

 

評価コメント 

【優れていると評価できる点】 

１）国際学会での特別講演・招待講演の件数が評価対象の期間に増加しており，向上していると評

価できる。 

 

２）平成２４年度の 28 件は注目に値する。 

 

【改善の必要がある点】 

特になし 



④「特許取得件数・保有件数の増加」 

段階判定 

１（ ）大きく改善、向上している 又は 高い質を維持している 

２（○）改善、向上している 

３（ ）質を維持している 

４（ ）質を維持しているとは言えない 

 

評価コメント 

【優れていると評価できる点】 

1) 特許取得件数・保有件数が評価対象の期間増加しており，向上していると評価できる。 

 

2) 平成２４年にライセンス契約収入を得ている点は評価に値する。 

 

【改善の必要がある点】 

特になし 



⑤「研究資金の獲得状況」 

段階判定 

１（ ）大きく改善、向上している 又は 高い質を維持している 

２（○）改善、向上している 

３（ ）質を維持している 

４（ ）質を維持しているとは言えない 

 

評価コメント 

【優れていると評価できる点】 

１）科学研究費補助金の獲得額は各年度２億円以上で，基盤研究 S および A をコンスタントに獲

得し，教員１名あたり約４００万円／年と高い水準にある。 

 

２）科学研究費補助金以外の公的研究費，受託研究費，共同研究費の総額も年３億円から５億円と

顕著に増加している。研究資金の獲得状況は，大きく向上していると評価できる。 

 

 

【改善の必要がある点】 

特になし 



分析項目Ⅱ 研究成果の状況 

段階判定 

１（ ）大きく改善、向上している 又は 高い質を維持している 

２（○）改善、向上している 

３（ ）質を維持している 

４（ ）質を維持しているとは言えない 

 

評価コメント 

【優れていると評価できる点】 

１）部局を構成する各研究分野（生物系、化学系、薬理・薬剤系）において，順調に，質の高い国

際的に評価される研究成果を上げている。 

 

２）北海道大学薬学部・大学院薬学研究院は，従来から質の高い研究成果を出すことで定評がある

が，薬科学科（４年制課程）と薬学科（６年制課程）に分離しても，この傾向は維持できてい

る。 

 

【改善の必要がある点】 

特になし 

 

 



 

外部点検評価結果を受けて 

 

 外部点検評価委員からいただいたご意見を受けて，当学部・研究院の対応，今後の取り組みにつ

いて以下に記したい。 

 

１． 教員定員管理・教員人事，管理運営体制，施設・設備 

 

 多くの国立大学では大学院重点化の際に研究室数を増やし，１研究室あたりの教員数を教授１，

准教授１，助教１とする改編が行われた。薬学においては，その後の６年制薬学教育の開始に伴い

医療系・臨床系教員を確保する必要に迫られ，１研究室の教員を３名とすることも難しい状況に置

かれることになった。北海道大学薬学部では，従来より，「研究重視」の学部教育方針を堅持して

おり，そのためには各研究室における質の高い教育・研究指導が不可欠であると考え，研究室数を

減らし，１研究室あたりの教員数を教授１，准教授・講師１，助教２とすることにした。これによ

り，研究室の研究力を向上させ，「研究重視」の教育の徹底を目指すとともに，助教の事務作業軽

減や留学促進により若手の教員・研究者の育成を図ることとした。これに対しては，外部点検評価

委員より，「教員の定員管理において，質の高い教育・研究の推進および若手の教員・研究者の育

成のために，研究室を再編して研究室単位を教授１，准教授・講師１，助教２の体制にする取り組

みは評価できる」とのコメントをいただいた。一方で，「薬学部の基盤となる 15 研究室が全て教授

１，准教授１，助教２の体制を確保するには，現在の薬学部の人事ポイントは１ポイント以上不足

している」とのコメントも頂戴した。これについては，研究室再編あるいは特任助教雇用などの解

決策が考えられる。前者については，当学部は教授数 15 名と決して多くはなく，「教授ポストの数

が少ないことに起因する教授の委員会メンバーとしての負担が重くなっている」との外部点検評価

委員からのご指摘にもあるように，管理運営における教授あるいは准教授の負担が重くなっている

のが現状である。一方，特任助教雇用のためには継続的な財源の確保が必要となるが，後述するよ

うに，新棟建設・本館改修に伴う施設・設備の整備のための財源確保も急務の課題となっているこ

とから，外部点検評価委員からご指摘を受けた教員数の問題に関しては，平成 28 年度から始まる

次期中期計画期間での解決を目指し，教員間のディスカッションを深めていきたい。 

 教員人事については，「教員の構成に関して，他大学の出身者が約半数を占めていることは，教

員の流動性の高いことと公平な教員選考が行われていることの証として評価できる」とのコメント

をいただいた。また，教授選考の方法や助教の再任基準についても評価できるとのコメントをいた

だいた。一方で，「女性教員に関して，平成２４年度は教授と准教授がゼロとなっている。北大薬

学部はこれまでにリーダー的女性教員を輩出している国内有数の機関であり，今後もその育成を期

待する」とのご意見をいただいた。女性教員採用促進は北海道大学全体の方針でもあり，当学部・

研究院としても優秀な女性研究者・教育者の発掘と採用に努めたい。 



 施設・設備については，「狭隘な現状の建物・施設規模にも拘わらず，様々な工夫から教育・研

究活動を進めていることは評価できる」とのコメントもいただいたが，実際のところは，「RI 実験

室，動物舎，研究室未所属の学生の自習・談話スペースについては現状では不十分な点があり，研

究棟新設の際に改善の必要がある」との外部点検評価委員からのご指摘のとおりである。RI 実験室

および動物舎については，平成 26 年 3 月完成予定の新棟の１階に RI 実験室と SPF 動物飼育室を設

置することで，老朽化した RI 実験室と狭隘な動物飼育施設の問題に対処できる予定である。一方

で，SPF 動物飼育室の整備，本館改修に伴う講義室の拡充等に必要な財源の確保が急務の課題とな

っている。通常の学部・研究院予算では賄えないため，大学当局から借りることも含め検討してい

るところである。学生の自習・談話スペースの拡充についても本館改修時に検討したい。 

 

２． 教育活動（薬学部） 

 

分析項目Ⅰ 教育活動の状況 

 教育組織については，「教員の流動性拡大に努め，バランスのとれた教員組織を構築している」，

「FD への積極的な取り組みと FD 研修への出席教員数も多く活発に行われている点が評価できる」

との評価をいただいている一方で，「分析化学と放射性薬品化学は薬学教育において重要な科目で

あるが，その教育を担当する専任教員を現時点で確保できていない」とのご指摘も頂戴した。分析

化学担当教員については，平成27年 4月採用予定の教授公募において募集しているところである。 

 教育制度については，「成績評価の公平性と正確性を確保するために，GPA 制度を導入し，成績評

価基準や定期試験の得点分布を公表している点は，継続的な信頼性のある教育体制を定着させる上

で望ましい姿である」，「GPA 制度を活用した成績優秀賞の設置は学生のモチベーションの高揚に有

効であり評価できる」，「授業の改善を図るために全ての授業に対してアンケートを実施し学生から

の意見を吸上げていること，および学生から概ね高い評価を得ている点が評価できる」，「６名程度

の少人数グループの学生に対して教授１名が担当して履修指導等を行っている点が評価できる」と

のコメントをいただいた。今後も，GPA 制度，授業アンケート，少人数グループ担任制度などを有

効に活用してより良い教育を提供できるように努めたい。 

 カリキュラム全体としては，「１年次の総合教育部では教養科目と理系基礎科目が，２年次から

の薬学部では専門科目がバランスよく配置されており，体系的な教育カリキュラムを編成している

と評価できる」とのコメントをいただいた。個別の講義科目に関しては，薬学英語や薬学概論の「先

輩と語る会」，「医療機関・研究室の早期体験学習」に良い評価をいただいた。今後も，国際通用性

の涵養や社会のニーズへの対応の観点から，これら講義科目の内容の拡充と見直しを行っていきた

い。また，ご指摘のあった「先輩と語る講演会」でのフリートーキングの時間の確保などについて

も検討したい。 

 ６年制薬学教育に関して，「全ての学生の病院実習が北大附属病院で実施され，薬局実習も効率

的に行なわれている」，「薬局実習においては，臨床系教員に任せきりにすることなく，基礎系教員



も含めたすべての教員が担当していることは学部全体で臨床薬学教育体制を担っていると判断で

きる」，「臨床系教員は，附属病院で現場の業務（医師・薬剤師）を続けていることで，最新の医療

技術や知識を習得しながら教育に従事できるということは，大きなメリットといえる」との評価を

いただいた。引き続き病院・薬局実習の充実を図るとともに，臨床薬学教育研究センターの機能強

化により，臨床研究の活性化を起点とした臨床薬学教育の充実を図りたいと考えている。 

 当学部では，「研究力」の醸成を重視した教育カリキュラムを組んでいる。特に，卒業研究に関

しては，４年制薬科学科では 1.5 年，６年制薬学科では 2.5 年を割り当て，研究を通して自主性を

養うとともに，「研究力」，すなわち，問題発見力，情報収集力，研究企画・遂行力，論理的思考力，

プレゼンテーション力の涵養を図っている。当学部の研究重視のカリキュラムに関し，「薬学科（６

年制課程）学生に対する研究を基盤とする教育方針は評価に値する」，「薬学科の卒業論文実習の充

実は，問題解決能力を養成するという薬剤師要請教育の最も重要な部分に寄与していると考えられ

る」，「卒業研究発表会を学部行事とし，薬学科（６年制課程）の学生に卒業論文を作成・提出させ

ていることは，教育効果を高めるものである」との良い評価をいただいた。一方で，「専門教育カ

リキュラムがタイト過ぎないかという懸念がある」とのご指摘もいただいた。現行制度では，１年

次には学部が決定していないため学部専門科目の講義をすることができず，また，４年制薬科学科

では 1.5 年，６年制薬学科では 2.5 年を卒業研究に割り当てるため，専門教育カリキュラムは確か

にタイトである。しかしながら，大半の学生が標準修業年限で卒業し，６年制薬学科においては９

割前後の学生が薬剤師国家試験に合格していることから，当学部の専門教育カリキュラムはタイト

ではあるが，十分に学修できるものであると考えられる。今後は，少人数グループ担任や配属先研

究室教員による指導の強化や TA を活用した学習支援制度の構築により，講義科目学習と単位修得

を指導・支援していくことで専門教育カリキュラムの学修を促したい。 

 北海道大学は平成 23 年度より総合入試制度を導入し, 学生の移行先学部・学科は学生の希望と

１年次の成績により決定する。一方，後期入試については学部別入試が行われ，学科分属のみが学

生の希望と１年次の成績により決定する。本制度に関しては，「北大の全学的な改革によって，平

成 23 年度から総合入試制度を導入したこと（学部・職能教育のレイト・スペシャリゼーション）

は，入学選抜方法の工夫として高く評価できる」，「総合入試制度と学部別に行なわれる後期日程入

試の組み合わせは，たいへんユニークであり，それに伴う高校生への周知策がしっかりとられ，き

め細かな配慮がなされている」とのコメントがある一方で，「学科振り分けの時期が１年終了時で

あるが，薬学の何たるかを知った後で学科を選択するという選択肢も重要であり，今後，追跡調査

やアンケート調査等を通して検証すべきであろう」，「平成 23 年度からの総合入試制度の導入によ

って，薬科学科・薬学科への配属時期がこれまでの３年次第２学期から２年次進級時へと早くなっ

ているが，学生の進路選択等に大きな影響・障害はないのか解析が必要であろう」とのご指摘をい

ただいており，先ずは，学生へのアンケート調査や進路調査を継続的に行う必要があると考えてい

る。 

 



分析項目Ⅱ 教育成果の状況 

 教育成果の状況については，「大学の根幹である教育に対して真摯に取り組まれ，教育効果を高

める工夫・努力が行なわれており，入口（入学）から出口（就職）まできめ細かな配慮がなされて

いる点は評価に値する」とのコメントをいただいた。特に，「薬科学科（４年制課程）学生による

学会発表件数が大きな増加傾向を示している」，「薬学科（６年制課程）学生の学会発表率や筆頭著

者として学術論文発表数が増加している」，「薬学科，薬科学科の多数の学生が優秀発表賞等を受賞

している」とのコメントをいただいたことは，当学部が目指す「研究重視」の学部教育が順調に行

われていることを評価していただいたものと考えており，この流れを推し進め，学部・大学院の研

究レベルの維持・向上のため一層の努力をしていきたい。 

 ６年制薬学教育に関しては，特に，平成 24 年度の薬剤師国家試験合格率の高さを評価していた

だいた。また，「病院薬剤師としての就職率の高さは，先導的・指導的薬剤師教育を目指すという

貴学の教育目的に合致したものであり，研究マインドを身につけた薬剤師教育が行なわれているこ

との証明でもある」，「薬学科学生の大学院進学や製薬研究企業への就職が増加傾向にあることは，

研究を基盤とする教育の効果が浸透しつつあることを示す結果である」とのコメントは，当学部の

６年制教育が当学部の掲げる目的どおりに行われていることを示している。一方で，「指導的立場

としての薬剤師を目指した大学院進学も含めた就職活動への指導が必要と思われる」，「大学付属病

院や地域の中核総合病院の薬剤師として指導的立場を目指すのであれば，学部教育の６年間だけで

は不十分である」とのコメントもいただいており，指導的薬剤師を目指す６年制学部卒業生の大学

院進学をさらに促進する方策も必要であると考える。「現場での臨床経験と，大学院教育での理論

構築力・研究力の双方の育成が望まれる」とのご意見もあることから，社会人入学制度を活用し，

研究を通して臨床現場での問題を解決しようとする意欲に溢れる薬剤師の博士課程入学を促して

いきたい。 

 ４年制薬科学科に関しては，「薬科学科卒業生の大学院（修士課程）進学率が極めて高い」，「修

士課程修了学生の博士課程への高い進学率ならびに平成２４年度の製薬関連企業の研究開発職へ

の就職率の伸びは，目指す人材育成がしっかり行なわれてきていることを示している」との評価を

いただいており，４年制薬科学科についても当学部が目指す人材育成が一定の成果を収めていると

考えている。一方で，４年制薬科学科については，標準修業年限で卒業できない学生が多いことが

問題となっており，「薬科学科の標準修業年限卒業率がやや低下傾向にあり 85%に満たない点は今後

改善すべきである」，「成績下位の学生に対する具体的な対策を急ぎ進める必要がある」などのご指

摘を頂戴している。当学部としても，２年次最初の薬学概論のなかでメンタルヘルスに関する講義

を取り入れたり，少人数グループ担任や配属先研究室教員によるきめ細やかな対応により，この問

題に対して対策を講じているところであるが，必ずしも十分ではない状況である。平成 23 年度か

らの総合入試制度により，北大入学者あるいは薬学部移行学生の気質がかわることも考えられ，ま

た，これまでより早期に薬学科・薬科学科への学科分属が行われることにより学習の動機付けが早

くよりなされる効果も期待できることから，先ずは，新しい入試制度で入学した学生の動向につい



てデータを収集，解析し，第三期中期計画に向けて有効な方策を模索していきたい。 

 薬学部独自の就職支援対策として行っている「製薬関連企業合同セミナー」および「薬局・医療

機関合同セミナー」には良い評価をいただいた。一方で，「教育の成果を客観的に（あるいは他大

学・他学部との比較で）評価できるのは，卒業生を受け入れる企業・機関等である。したがって，

教育の水準・成果の説得性のあるデータとしては，卒業生の進路先の企業・機関等へのアンケート

が重要である」とのご意見をいただいた。今や，企業や病院・薬局は，卒業生・修了生の就職先と

いうだけではなく，教育活動や成果の評価者としての役割を担っていただき，互いに協力して薬学

領域の人材育成を行っていくパートナーであるとの思いを強くしたところである。平成 24 年度の

企業アンケートは回収率が著しく低く，「回収率を上げる方策を講じる必要がある」とのご指摘を

いただいた。そこで平成 25 年度からは，毎年同じ企業から回答を得る必要はないこと，当学部・

大学院の卒業生・修了生が少人数しか就職していないところではアンケート結果が「個人情報」に

近いものになってしまうことなどを考慮し，「製薬関連企業合同セミナー」に来ていただいた企業

から，過去５年間に５名以上の卒業生・修了生が就職しているところを毎年３社程度選んでアンケ

ートをお願いすることにした。その結果，平成 25 年度に関しては３ 社ともご回答をいただいてい

る。 

 

３．研究活動（薬学部・薬学研究院） 

 

分析項目Ⅰ 研究活動の状況 

 研究活動の状況については，専任教員当たり年間約２報，研究室当たり年間７～１０報の英文原

著論文での研究成果発表，国内および国際学会における特別講演・招待講演の件数増加について高

い水準にあるとのご意見をいただくことができた。「若手研究者の研究発表会が行なわれているこ

とは特筆に値する」とのコメントも頂戴した。今後も種々の方策により研究活動の活性化を図って

いきたい。 

 科学研究費補助金，および，科学研究費補助金以外の公的研究費，受託研究費，共同研究費等の

研究資金の獲得状況は大きく向上しているとの評価をいただいた。また，概算要求による特別経費

の獲得による薬学研究院主導の学際研究プロジェクトについても，「学部・研究室横断型の研究と

してその成果が大いに期待できる」とのコメントをいただいた。特許の出願・保有件数の増加と平

成２４年におけるライセンス契約収入についても良い評価をいただいた。今後も学部・大学院全体

で競争的資金獲得額の増加に努めていきたい。 

 創薬科学研究教育センター・臨床薬学教育研究センターの設置についても，従来の薬学基礎研究

指向から，方向性（創薬科学・臨床薬学）を持った生命医薬科学研究への転換として次世代の薬学

を目指したものであるとの評価をいただいた。両センターの機能の充実に努めていきたい。 

 

 



分析項目Ⅱ 研究成果の状況 

 「部局を構成する生物系，化学系，医療・臨床系いずれの領域においても，独創的・先端的な研

究を展開し，それらの研究業績は評価の高い国際誌に公表されており，期待される水準を上回ると

評価できる」とのコメントをいただいた。「各研究室が未来志向で切磋琢磨し，質の高い基礎研究

論文を発信し続けることが，競争的研究資金の獲得に繋がり，若い世代を鼓舞し活性化させる原動

力になる」とのご指摘には，私どももまさに同じ思いであり，今後も全力を挙げて研究活動に邁進

していきたい。 

 

 

 以上，今回いただいた数々のご指摘・ご提言を真摯に受け止め，薬学部・薬学研究院の教育・研

究のより一層の向上のため努力する所存である。 

 

 最後に，ご多忙中にもかかわらず，当学部・研究院の評価をお引き受けいただき，貴重なご意見・

ご提言をいただいた外部点検評価委員の先生方に心より感謝申し上げます。 

 

 

北海道大学大学院薬学研究院 

点検評価委員会委員長  南 雅文 
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（３）施設・設備 

① 薬学部・薬学研究院建物の概要 

建物の名称 面 積 構造 階数 建 築・改 修 年 

管 理 ･ 研 究 棟          8,131 m2 R 5 昭 42～昭 43，平 7～平 9，（平 26） 

講 義・研 究 棟  1,000 m2 S 2 平 20 

Ｒ Ｉ 実 験 室          314 m2 R 2 昭 42～昭 43 

動 物 舎          452 m2 R 2 平 8 

薬用植物園実験室他 196 m2 B 1 昭 43，昭 51，昭 59 

薬 用 植 物 園 温 室          119 m2 S 1 昭 43，昭 51，昭 59 

薬 品 庫          75 m2 R 1 昭 59 

ボ イ ラ ー 室          217 m2 S 1 昭 43，昭 56 

（新  棟） (5,078m2) (R) (5＋B1) （平 25） 

計 
10,504 m2 

(15,268 m2) 

   

R＝鉄筋コンクリート B＝ブロック S＝鉄骨造 

 

② 建物の現状と問題点，対応状況 

1) 管理･研究棟 

 平成 10 年度の大学院重点化に伴い各講座の教員及び大学院学生数が増加し，それに

見合った実験･研究スペースが確保できず研究の進展に支障をきたしてきた。さらに，

薬剤師教育の６年制化に伴い，実践的臨床薬学を展開・応用できる能力を有する薬剤

師を養成するための調剤実習室・模擬薬局，及び講義室等が必要となってきた。これ

ら諸問題に対応するために，平成 20 年に，模擬薬局，４つの講義室（162，72，72，

30 席），情報端末室（33 席），自習室（36 席）を有する講義・研究棟を建設し，６年

制薬剤師教育への対応を図った。しかしながら，狭隘な実験･研究スペースについては

未解決のままであり，前回の外部点検評価の際にも指摘されたところである。また，

管理･研究棟については，平成 7-9 年にわたって全面改修が行われたが，最近の調査で，

耐震強度が十分でないことが指摘されていた。 

 これらの問題に対処するために，新棟建設と管理・研究棟の改修のための概算要求

を行い，平成 24-26 年度の３年間での新棟建設と管理・研究棟改修が認められた。こ

れにより，各研究室の面積はおよそ現在の約 280m2から約 330m2に拡張されることから

狭隘な実験･研究スペースの問題がかなり解決されるとともに，アメニティスペースの

設置などの修学・労働環境の整備も行えることになった。 
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5  

1 3.78 3.39
2 RI 3.89 3.47

3 3.94 3.73

4 3.89 3.83

5 3.58 3.37
6 3.72 3.11
7 3.54 3.23

3.76 3.44
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（２）社会のニーズに対応した教育課程の編成・実施上の工夫 

薬剤師教育が６年制に移行し，新制度で教育を受けた薬剤師の活躍が期待されている

ことから，本学では臨床薬学等の医療系教育の充実を図ってきた。 

 病態解析学や生薬学・漢方医学，医療コミュニケーション論などでは，担当教員に加

えて病院（大学，民間）や薬局などから十数名の医師や薬剤師等を非常勤講師として採

用し（臨床教授や臨床准教授，臨床講師等の称号を付与），病気の成因や薬物治療に関す

る最新の知見や，接遇，倫理などについて専門的な立場からの講義を取り入れた。また，

専任教授として新たに実務経験を有する者を採用し，臨床系の講義や実習の充実を図っ

た。 

  臨床薬学教育に対する社会的ニーズに対応し,広範な職域において指導的立場で活

躍できる指導的・先導的な薬剤師を輩出するために平成２２年４月に臨床薬学教育研究

センターを設置した。実務経験を有する准教授および技術職員を配置した。本センター

は生涯教育特別講座や卒後研修を実施するとともに，６年制薬学科高学年におけるアド

バンストプログラム開発を進めている。本センターの技術職員は実務実習の準備や実習

補助，模擬患者（SP）養成の事務局も担当しており，実務実習および共用試験の円滑な

実施に貢献している。 

一方，創薬研究者養成においては，４年制学科を有する国立大学薬学部への期待が高

い。その期待に対応するために，薬科学科では，共通する講義や実習を３年次第１学期

で終え，研究室配属となった３年次第２学期以降は専門性に合わせた演習科目を履修す

るとともに，卒業研究を主体に学修できるカリキュラム編成として「研究力」の涵養を

図っている。また，創薬科学研究教育センターを設置し，人員および設備・機器の充実

を図った。配置された教員や技術職員が教育に参加するとともに，各種研究機器や実験

手法に関する講習会や創薬セミナーを開催し，研究・教育をバックアップしている。 

 

（３）国際通用性のある教育課程の編成・実施上の工夫 

 語学（英語）は継続的に学習し，年次進行に合わせたレベルで学習することがより効

果的であると考えられる。そこで，平成 24 年度以降の入学者については，これまで３年

次にのみ開講されていた「薬学英語」を，「薬学英語Ⅰ」と「薬学英語Ⅱ」として２，３

年次に開講することで，学年進行に合わせた内容で学習できるように変更することとし

た。「薬学英語Ⅰ」は日本人非常勤講師が担当し,医療現場・研究室で必要とされる専門

用語の理解と,英語文献を検索,理解,要約できる能力の養成に重点が置かれている。「薬

学英語Ⅱ」はネイティブスピーカーの非常勤講師が担当し,英語によるプレゼンテーショ

ン能力の醸成を目的としている。３年次第２学期以降の英語教育としては，各研究室に
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おける演習や，海外から招聘した研究者等による講演会の聴講や討論等が実施されてい

る。 

 また，本学は平成 24 年度に文部科学省「グローバル人材育成推進事業」に採択された。

平成 25 年 4 月に「新渡戸カレッジ」を創設し，学生の留学を支援し，国際社会の中で活

躍できる人材の育成を目指す体制づくりを進めている。本学部においても，海外機関と

の交流を推進する準備を始めたところである。 

 

（４）養成しようとする人材像に応じた効果的な教育方法の工夫 

学生が自身の進路を考える上で必要な情報を提供する目的で，学部へ移行した直後の

２年次第１学期に開講される「薬学概論」の一環として，本学部卒業生を講師として招

き，薬学部卒業後の職業についての話を聴き，対話する「先輩と語る講演会」を開催し

ている（表２−10）。学生はさまざまな職種の具体的な内容を知り，自身の進路決定に役

立てることができる。「先輩と語る講演会」では毎回アンケートを行い,講演内容に関す

る感想・意見に加え,どのような職種で働く先輩の話を聞きたいかを聴取し,翌年度の計

画に活かしている。また，「薬学概論」では，早期体験学習として，研究室訪問（薬科学

科）や医療施設訪問（薬学科）の機会を設けている。研究室訪問では,「早期体験学習は

満足できるものでしたか？」との問いに 94％の学生が「そう思う」と回答しており,また,

医療施設訪問においても,「自分の将来を考えるいい機会になった」「医療現場を内側か

ら見る良い機会になった」との回答があり,各学生の適性に応じた進路決定に役立つと考

えられる。一方，研究室訪問に関するアンケートでは,「訪問する研究室の数を増やして

欲しい」との回答も多く,薬学科学生からも研究室訪問の希望が多く聞かれたため,平成

25 年度より,薬学科も研究室訪問（１研究室）を行うこととし,薬科学科の研究室訪問は

２研究室とした。 

３年次第２学期以降に開講される医療系講義科目や薬学科４年次に開講される実務実

習事前学習における各演習科目においては，医療現場の薬剤師として必要な知識に加え，

情報をまとめ，その内容を相手にわかりやすく伝えるためのプレゼンテーション能力や

コミュニケーション能力を養う科目が用意されている。一方，研究者養成を主たる目的

とする薬科学科においては，研究室に配属となる３年次第２学期に化学系および生物系

科目として開講される各演習科目が用意されている。これらの科目を通じて，各自の卒

業研究をすすめて行くための基本となる知識や技能を身につけ，その後の研究室におけ

る高度な実験・研究の展開に備える。 
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表２−11 授業アンケート（学生に関する部分；4以外評価最高点は 5 点） 

  設問 評点 備考 

1 この授業の自分の出席率は（ ）％程度であっ

た。 

4.70 5, 100%; 4, 80%; 3, 60%; 

2, 40%; 1, 20% 

2 質問，発言，調査，自習などにより，自分はこ

の授業に積極的に参加した。 

3.51   

3 この授業１回（９０分）のための予習・復習に

費やした時間は平均（ ）であった。 

2.04 5, ≥4 h; 4, 3 h; 3, 2 h; 

2, 1 h; 1, ≤0.5 h 

4 シラバスに記載されている到達目標は，（ ）

割程度達成できた。 

6.65 10 段階（0-10 割） 

 

表２−12 実習アンケート（学生に関する部分；評価最高点は 5点） 

  設問 評点 備考 

1 全体を通して今回の実習を理解出来ましたか。 3.94   

2 毎回の実験のために予習，復習に平均してどの

くらいの時間を費やしましたか？ 

3.28 5, ≥3 h; 4, 2 h; 3, 1 h; 

2, ≤0.5 h; 1, 0 h 

3 毎回の実験の予習はどのくらいしましたか。 3.40   

5 レポートの課題には答えられましたか？ 3.27   

6 全体を通して，熱心に取り組んだと思います

か？ 

3.63 

  

7 シラバスの到達目標を達成できましたか？ 3.72   

 

（５）学生の主体的な学習を促すための取組 

 教員は授業を通じて学生に主体的な学習を促しており，授業アンケートにおける「教

員は効果的に学生の参加（発言，自主的参加，作業など）を促した」という設問に対す

る評点が 3.91 と高い（表２−３）。また，授業アンケートの中でも学生に関する設問のう

ち，「質問，発言，調査，自習などにより，自分はこの授業に積極的に参加した」に対す

る結果は 3.51，「この授業／実習 1 回のための予習・復習に費やした時間は平均( )時間

であった」という設問に対する回答は，授業が 2.04（表２−11），実習が 3.28（表２−12）

であり，時間に換算すると共に１時間程度であると思われる。以上のことから，教員は

学生に主体的な学習を促し，学生はそれを認識・理解して概ね実行していることがわか

る。 
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Sulfur modification of Au via treatment with Piranha solution provides low-Pd 

releasing and recyclable Pd material, SAPd. 
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